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令和８年度 第 2回鳥取市下水道等事業運営審議会 議事録 

 

１ 日 時   令和８年７月２９日（水） １４：００～１６：００ 

 

２ 場 所   下水道部庁舎 ３階大会議室 

 

３ 出席委員   高部祐剛会長、松井徹委員、宮本英樹委員、橋本裕城委員、 

         川原ルミ委員、稲田宗万委員、外山照野委員、民野千秋委員、 

         野村康典委員 

 

４ 議 案   （１）会長選任 

         （２）会長代理指名 

         （３）議事録署名委員の指名 

         （４）鳥取市における下水道事業の概要について 

         （５）鳥取市下水道等事業経営戦略について 

         （６）鳥取市下水道事業におけるウォーターPPPの導入について 

 

５ 議 事 

発言者 質疑応答 

事務局 定刻になりましたので、ただいまより令和８年度第２回鳥取市下水道等事

業運営審議会を開催させていただきます。 

私は事務局を務めさせていただいております下水道企画課・課長補佐の尾

崎と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

本日はお忙しいところ、ご出席いただきまして誠にありがとうございます。 

本日は９名全員の委員の皆様に御出席をいただいております。 

それでは、開会にあたりまして、下水道部長河口よりごあいさつを申し上

げます。 

部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆様こんにちは。下水道部長の河口でございます。本日はお忙しい中、お

集まりいただきありがとうございます。心から感謝申し上げます。 

 また、本委員会の改選に伴いまして、皆様には７月 1 日から委員を快くお

引き受けいただきまして誠にありがとうございます。これから下水道事業を

しっかりと進める上では、皆様のご意見をこれからの下水道事業に反映する

ことが一番であると考えております。再任された委員の皆様におかれまして

は、これまでのご指導・ご鞭撻をさらに今回もいただきたいと考えておりま

すし、新たに委員になられた皆様におかれましては、率直で貴重なご意見を

いただけたらと考えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 
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部長 さて、本市の下水道でございますが、昭和６年に鳥取城跡の外堀の薬研掘

に下水道管を敷設したのが始まりでございます。それ以降、順次下水道を埋

設してまいりました。そして令和７年度末の下水道普及率は 98.4%と、1年前

の全国平均の 93.7%と比較しましても、本市は進んでいるという状態でござ

います。 

本市の処理施設は公共下水道だけではなく、特に中山間地域には農業集落

排水を多く持っており、現在 58ヶ所の処理施設がございます。加えて、1600km

と非常に多くの管路を持っているというところでございます。先ほどの供用

が 98%を超えた中で、これらの施設をどう資産管理していくかが、これから

の下水道の大きな経営課題であると考えているところでございます。 

本市は下水道等事業経営戦略を令和 6 年 3 月に改定をしたところでござい

ます。この中では様々な経営戦略を挙げておりますが、現在の下水道の老朽

化を含めて 3 年を経過した今年度には、皆様のご意見をいただきながら改定

を見直そうと考えているところでございます。 

先ほども少し触れましたが、下水道事業は非常に多くの施設を持っており

ますが、これは市民の日常生活を支える不可欠な社会インフラでございます。

最も重要なインフラだと、常日頃、市長も申しておるところでございます。 

特に最近は、八潮市で大きな陥没がございました。そして昨日は、熊本の

大地震でおそらくインフラが止まっているのではないかと考えております。

下水が流れないということになった場合、市民への影響は計り知れないもの

があります。こういったことも考えながらしっかりと行政の責務としてやっ

ていきたいと思っております。 

そして今の物価高も含めまして、維持管理費もかなりの負担になってきて

おります。こういったものをできる限り市民の皆さんに過度な負担をかけな

いことを原則としてしっかりと取り組んでいく。その上で、本当に適正な価

格であるのかを皆様と一緒に考えていきたいと考えているところでございま

す。本審議会では、皆様の経営の専門的な知見のみならず、市民生活の率直

なご意見、市民感覚のご意見も貴重なご意見として賜りたいと考えておりま

す。 

本日は初めての委員会となりますので、まずは本市の下水道の状況・現況

と取り組んでいる事業をわかりやすくご説明をさせていただきたいと思って

おります。市民の皆様の暮らしを守り、そして将来にわたり持続可能となる

ような下水道事業の取り組みとなるような議論ができればと考えておりま

す。 

簡単でございますが私の挨拶とさせていただきます。本日はどうぞよろし

くお願いいたします。 
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事務局 本日は、新委員による初の審議会でございますので、ここで、委員の皆様の

ご紹介をさせていただきます。 

お配りしております名簿順にお名前をお呼びいたしますので、その場でご

起立をお願いします。 

～審議会委員～ 

事務局 続きまして、事務局の職員を紹介させていただきます。 

～事務局自己紹介～ 

事務局 次に、「議事」（１）の「会長選任」に移ります。 

本審議会の会長は、審議会条例の第５条第１項の規定により、委員の互選

により定めることとなっております。 

どのように取り計らわせていただきましょうか。 

お声がないようでしたら、事務局から提案させていただきます。事務局案

としまして、前審議会において、副会長を務めていただいた鳥取大学工学部

社会システム土木系学科准教授の高部委員にお願いしてはどうかと考えてお

りますが、皆様いかがでしょうか。 

委員 異議なし。 

事務局 ご異議がないようでございますので、高部委員に本審議会の会長をお願い

することに決定いたしました。 

高部会長、正面の会長席にご移動をお願いします。 

それでは、高部会長にごあいさつをいただきたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆様改めましてこんにちは。本審議会の会長を拝命しました鳥取大学の高

部と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

昨今、ニュース等で下水道事業が多く取り上げられておりますが、会長挨

拶としまして、私の下水道事業への所感を少し述べさせていただければと思

います。 

我々が日々生活する中で出てまいります汚水は下水道を通じて速やかに

我々の生活空間から排除されることで、衛生的で快適な生活環境が守られて

おります。 

また、下水処理場に集まった汚水はしっかりと浄化されて、川や海等の公

共用水域に放流されることで、我々の身の回りの水環境が健全に保たれてお

ります。 

日本のように広く下水道が普及した国においては、下水道によって担保さ

れる衛生で快適な生活環境がついつい当たり前になってしまいますが、下水

道がまだまだ普及していない途上国で生じている深刻な水質汚染をニュース

やインターネット等でご覧いただく機会があれば、下水道の重要性を改めて
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会長 ご認識いただけれるかと存じます。 

また昨晩においても本市で激しい降雨がございましたが、雨水の排除も下

水道が担っております重要な役割でして、それにより我々は浸水被害から守

られております。 

このように日本の下水道事業は、我々の生活を支える縁の下の力持ちとし

て極めて重要な役割を果たしているところでございますが、下水道事業を取

り巻く環境は激変しております。 

人口減少により料金収入が減る一方で、老朽化した施設の更新等で支出は

増え続けております。 

また大変痛ましいことに昨日熊本で大きな地震が発生いたしましたが、地

震や集中豪雨といった災害への対策が下水道事業において広く求められてお

ります。 

このような厳しい状況下におきまして、本市の下水道事業がどのようにな

れば継続的なものになり得るか、下水道事業を通じて我々が協議してまいり

ました衛生で快適な生活環境が我々の子どもや孫の世代の人たちにも享受し

てもらえるのか、本審議会で皆さんとともに考えていければと考えておりま

す。 

普段の生活上の中での、素朴な疑問や意見等もちろん結構でございますの

で、委員の皆様からの活発なご意見、ご質問を頂戴し、実りある審議会にで

きればと存じます。どうぞよろしくお願いいたします。 

事務局 それでは、本審議会条例の第６条第１項の規定により会議の議長は会長が

務めることになっておりますので、これからの議事進行は高部会長にお願い

したいと思います。よろしくお願いいたします。 

会長 それでは、次第に従いまして議事を進めさせていただきます。まず、「議事」

（２）の「会長代理」の指名ですが、本審議会条例の第５条第３項にありま

すように、会長が欠けた場合に職務を代理していただく方をあらかじめ私か

ら指名させていただくこととなっております。こちらを松井委員にお願いし

たいと思うのですが、いかがでしょうか。 

委員 委員了解 

会長 

 

 

会長 

次に、議事（３）「議事録署名委員の指名」です。この審議会では議事録を

作成するにあたり、２名の委員さんに議事録署名委員になっていただいてお

ります。議事録署名委員は事務局が作成した議事録を確認したのち署名をい

ただくというもので、審議会の名簿順にお二人ずつ指名させていただいてお

ります。今回は出席いただいている方から名簿順で松井委員と宮本委員にお

願いすることとなりますが、よろしいでしょうか。 

委員 両委員了解 
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会長 それでは、後日事務局が議事録を持参しますので、よろしくお願いします。 

続きまして、議事（４）「鳥取市における下水道等事業の概要について」と

議事（５）「鳥取市下水道等事業経営戦略について」は関連があるようなので

一括して事務局より説明をお願いします。 

事務局 ～事務局説明～ 

会長 今回新たにご就任された委員の皆様も多いということで、下水道事業に関

する概要あるいは経営戦略についてご丁寧に説明いただいたところでござい

ます。 

普段生活される際にあまり聞きなれないような言葉もいくつかあったと思

いますが、ぜひ下水道事業に関して理解を深めるチャンスと捉えていただい

て、どんな簡単な質問でも結構ですので、ぜひご質問・ご意見等を委員の皆

様から頂戴できればと存じます。よろしくお願いいたします。いかがでしょ

うか。 

委員 経営戦略についてですが、平成 29 年 3 月に作られて令和 6 年 3 月に改定

とあり、重点施策が二つ掲げられてますが、これは毎年見直されているのか、

それとも改定のときに 1 回決められている形になっているのかを教えていた

だきたいと思います。 

事務局 経営戦略の 47 ページに記載しておりますが、概ね３年ごとに PDCA サイク

ルを活用した事後検証を行うこととしております。進捗状況につきましては、

そういった検証を行いながら、大きく改善がいる場合や変更がいる場合は見

直しているところです。 

委員  わかりました。 

 令和６年の改定で、重点施策が２つ、浸水対策と地球温暖化対策があり、 

これらは令和６年から施行という点は理解できました。 

 浸水については未だ配慮しなければならない点があると考えればよろしい

ですか。 

事務局 浸水対策につきましては、近年の気象変動に伴いまして雨の降り方が厳し

くなっている状況があります。そういったものを踏まえながら、安心な整備

を行うには時間がかかりますので、市民の皆様のご理解（協力）等も必要だ

ろうと思っております。このような総合的な見直しを現在行っているところ

であり、整備にはしばらく時間がかかりますが、引き続き安全度を高めてい

くため、浸水対策を今後も重点施策として取り組んでまいります。 

会長 その他委員の皆様からご質問・ご意見等を頂戴できればと思いますが、い

かがでしょうか。 

委員 資料９ページの「令和７年度決算の状況」の企業債償還金 44 億 6000 万で
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委員 すが、これは総額いくらか借入して、7 年度に 44 億 6000 万返したと思うん

ですけど、総額いくら借入されたのかと、収入の企業債 24億 900万ですが、

これはこの年に新たに借入されたのかどうかを詳しく説明していただければ

と思います。 

事務局 まず令和６年度末時点での企業債残高は 486 億ございます。その内の 7 年

度に償還する元金の額が、先ほどの額になり、７年度末残高は 465 億円とな

ります。 

翌年度以降の建設費につきましても借入がありますので、償還をしつつ借

入をしますが、全体的には企業債全体の残高も年々減っていくような形にな

ります。 

もう一点目として、9 ページになりますが、７年度に新たに借入したのは

24 億 900 万ということで収入の一番下の水色の部分になります。この 24 億

900 万円が右側の支出の 29 億 8700 万円の建設改良費の財源として、国から

の補助金とあわせて収入に載せております。 

委員 

 

資料 11ページの「使用料収入の推移」に人口減少や節水対策の向上につ

いて書かれています。我々市民感覚でいうと、当然水は大事な資源ですか

ら、節水しましょうというのは家庭の中でも言われてるし、事業者も言って

おられると思います。人口減少はどうしようもない部分もあると思います

が、節水対策の向上で使用料収入が減ることになると、今度は逆に維持管理

費が右肩上がりに上がっていってるのが 12ページの表にあります。これが

続きますと、借金や国庫補助金等々のウエイトがすごく大きくなるのか、あ

るいは使用料が値上げになるのか、そのあたりはどうなんでしょうか。 

もう一つは、古い管を今、一生懸命、この夏の暑いときに職員の皆さんが

本当にご苦労になって、点検をしておられます。 

その点検の様子をテレビ番組等で拝見しますと、ドローンを使って、管の

中をカメラ撮影して、その結果でおかしい所があればそこに初めて人が入っ

ていくようなんですけども、例えばそういった新しい技術を活用して、管路

点検等々を考えておられるかお尋ねしたいです。 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

まず一点目として、使用料収入の減少について、節水対策としてお風呂の

シャワーの水圧を高くするなど最新のものがいろいろありますが、環境には

とても優しいですけれども下水道等事業会計としては厳しいというところが

ございます。次の審議会では詳細をご説明させていただきますが、先ほどの

二つに分けて収支を考えるといった面で、まず収益的収支の部分で使用料の

関係なんですけれども、維持管理費のうち雨水に関しましては、自然のもの

ですので皆様に負担いただくというわけにはいきません。こちらは一般会計

からいただく形になりますが、どうしても皆様が使った汚水につきまして
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事務局 は、その処理は使用料で賄っていかなければならないという原則がございま

す。そのため、もちろん施設が古くなりますと、その分どうしても修繕が必

要となり、更新したり施設を改良したりするのは、収益的収支ではなく、も

う一つの資本的収支の方になります。この会計の仕組みは難しく、次回に説

明させていただけたらと思いますが、そういった更新改良も、先ほどの減価

償却費で分割して毎年の使用料に反映させていく計算方法をとらせていただ

きます。そのためこの部分の使用料がある程度いただかないと経営が成り立

たない仕組みになっております。 

続きまして、下水道の管路を点検する際にドローンを活用したらどうかの

お話がございました。部長の挨拶にもありましたけれども、埼玉県八潮市の

大きな下水管路が原因となり、大規模陥没が起きたことがございまして、そ

の際に重点調査を実施しております。通常の点検は、下水道管路の上の道路

の表面を目視で見るのが基本的な点検内容ですが、重点調査の対象は、直径

2メーター以上で設置から 30年以上が経った下水道管路で、鳥取市の場合

は、雨水の下水管になります。人が入れる状態、例えば流れる水位が低い状

態であれば、人間が直接入って、目視で確認することになりますが、水位が

あり人が入れないところは機械を使うことになりますので、水に浮くような

ドローンを使って点検をしたところがございます。 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

2 ヶ月に 1 回（使用料の）請求がきていると思いますが、上下水道の下水

が汚水の処理に充てられてるのですよね。3 年前より少し値段が上がったよ

うな気がするんですけど、うちが使いすぎなのか、改定の話があったりした

のかが一点と、もう一点はこの戦略は 10年で立てられているんですけど、イ

ンフラの事業として考えると 10年は適正なのかなと、もっと長い目で見てい

かないといけないのかなと思ったんですが、計画上は 10 年だけど内部では

10 年、20 年、30 年ぐらいまで見据えてシミュレーションされているのでし

ょうか。また計画について、例えば令和 10年に 5年後の令和 15年を見たと

きと、10 年後の令和 20 年を見たとき、そのときにブラッシュアップされて

るお話があったんですけど、経過してから 10年とか他のシミュレーションを

内部でされてたりするのかを教えていただければと思います。 

事務局 使用料は現在の使用料が平成 28年に改定されてからは改定していない状

況でございます。 

戦略については、記載している 10年間の範囲で想定をしておりますが、

概ね３年おきに財政的な計画は見直すようにしています。近年の人件費の高

騰や中東の原油価格の高騰で、なかなか長い期間で見込めないところがあり

ますので、短いスパンで財政的なところは見直しをさせていただいていると

ころです。 
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会長 続きまして、「議事」（６）「鳥取市下水道事業におけるウォーターPPPの

導入について」、事務局より説明をお願いします。 

事務局 ～事務局説明～ 

会長 ただいまの説明に関しまして、皆様からのご質問、ご意見等をいただけれ

ばと思いますが、いかがでしょうか。少し専門的なお話かと思いますが、ど

んな質問でも結構ですのでよろしくお願いいたします。 

委員 今後の導入削減効果とありますが、その削減効果というのは、プロフィッ

トシェアを含めてなのか、それとも削減効果もあってさらにプロフィットシ

ェアで民間側の努力があるとさらに削減効果が出てくると見た方がよろしい

のでしょうか？ 

事務局 まずは導入した場合の削減効果といたしまして、資料 19ページに示させて

いただいているところが想定されているところでございます。 

それとは別に、委託契約として何十億円とか何百億円とか示させていただ

いて事業に取り組んでいただくことになると思いますが、その計画から実際

にかかった経費の差額分をプロフィットシェアということで、官民で分け合

う形になると考えています。 

委員 よく大手の県外のデベロッパーさんとかが頭になるパターンが多かったよ

うな気がするんですが、今回のこのスキームは、例えば鳥取市の企業とかの

縛りがあったりするのかと、業務の範囲がよくわからないですが、結構多岐

にわたると思うが、その業務をされる業者さんが実際できるのかどうかとい

う調査は、ヒアリングをされたり、調査業務をされたりしているのでしょう

か。 

事務局 

 

事務局 

レベル 3.5 に取り組んでいただける単独の事業者さんがいるのかどうかと

いうご質問であるかと思いますが、市内に単独でしていただけるところはお

そらく今のところないのではないかと想定しております。 

これまでの包括管理委託に、プラスして下水道施設の改築計画の策定・施

工までを実施できるような業者さんという形になりますので、JVのような形

で企業体を組んでいただいて、それぞれが会社の持ち味であるところで取り

組んでいただくことが想定されるのではないかと考えているところでござい

ます。 

委員 ということは、県外の業者と JVを組みながらご提案をするパターンにな

るということですか。 

事務局 

 

 

 

県外に特定するものではありませんが、例えば県内であっても複数の事業

者さんがそれぞれの持ち味を生かして取り組む場合は可能であると思います

し、中には県外で総合的な技術力を持ってる場合もあるかもしれませんけど

も、こちらにつきましてはオープンに取り組んでいただければと考えている
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事務局 ところでございます。 

先ほどのご質問の、手を上げる企業があるのかとのお話につきましては、

資料 21ページの下にもありますが、マーケットサウンディングという市場

調査を行っております。このときには、県外の事業者さんや現在包括で取り

組んでいただいている事業者さんとか、色々なところに声掛けをさせていた

だいており、漠然とした内容であったんですが、一応参入意向のご回答をい

ただいているところです。 

委員 

 

資料 18ページと 19ページのところですが、今回のウォーターPPPの導入

で、下水道施設の改築計画の策定・施工が新たに加わることになりまして、

導入による削減効果のところで 10年間契約すれば 10年間で 7500万円/年と

あるが、その費用は改築計画の策定・施工に当てられるものと考えればよい

でしょうか。 

事務局 10年間ということで、7億 5000万円という額になると思いますが、資料

の 7500万円という数字は直近の 5年間の改築実績の平均でありますので、

実際には国がこの額の交付金をつけてくれるかどうかという話はあろうかと

思いますが、これが見込まれているという状況でございます。 

会長 私から一点お伺いします。資料の 19ページにあります汚水管改築に関す

る交付金が秋里処理区に導入されるということで、秋里処理区の汚水管の距

離などを鑑みて選んでいるのか、例えば千代水の方で導入すると、交付金が

増えたりするのか、といったところをご教授していただければと思います。 

事務局 こちら（約 7500万円／年間）は市内全体の汚水管の改築にかかった実績

の積み上げでございます。 

国が示しておりますのは、1処理区についてウォーターPPPの実施がない

と、汚水管改築に対する交付金の対象にならないとのことで、処理区域内で

ないと対象とならないということではなくて、処理区一つでもウォーター

PPPを導入しておけば市内全域での下水道の汚水管改築に対する交付金を受

けられるという制度でございます。 

会長 わかりました。 

それでは、以上で議事は終了し、次第の 5「その他」ですが、事務局より

ありますでしょうか。 

事務局 

 

 

 

最後に今後のスケジュールということで、資料 22ページをご覧いただけ

ますでしょうか。では、令和 8年度の審議会の今後の予定についてですが、

次回は 11月中旬から下旬ごろに第 3回目を予定しております。 

本日は経営戦略については概要ということでご説明をさせていただきまし
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事務局 たが、本戦略は 2次改定を行った令和 5年度から 3年を経過しておりまし

て、見直しが必要と考えております。先ほど委員さんからもありましたが第

3回の際には、この経営戦略の詳細説明と併せまして、また目標値を定めて

おりますので、取組の進捗状況の報告などもさせていただきたいと思ってお

ります。 

また第 4回目ですけれども、年が変わりまして令和 9年の 2月に開催を予

定しております。 

この際には経営戦略の第 3次改定に向けた見直しについて、具体的な財政

計画なども含めまして、ご審議いただくために、本下水道事業会計の現状と

課題についてご説明をさせていただきたいと思います。 

委員さんからも先ほどご質問いただきましたが、経費回収率というんです

けれども、この下水道使用料で汚水の処理経費をきちんと賄えているかどう

かというところがポイントになりますので、そのようなあたりの資料を交え

て皆様に具体的にご説明できたらと考えております。 

事務局からは以上でございます。 

会長 その他皆様からのご発言はありませんか。 

部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長時間にわたりありがとうございました。事務局から説明をさせていただ

いて、なかなか聞くばかりで大変だったなというふうに思っておりますが、

ご意見いただいた点について、次の審議会の中でもお示しをさせていただき

たいと思っております。 

例えば重点施策の件について、経営戦略に２点入れておりますが、雨水管

理計画を今作っておりますので、こういったものを少しお示しさせていただ

きたいと考えております。大雨が降ったときに浸水するところがたくさんあ

ります。その際はポンプでポンプアップするんですが、そのポンプが上手く

作動しなかった場合は当然家も浸水するということが起こります。これだけ

厳しい雨水環境をどのようにクリアしていくのかというところを、しっかり

お示しをしたいと思っております。 

それから起債や企業債の関係は、経営をしていく上で借金が増えていって

はやはり経営が成り立ちませんので、先ほど少しご質問いただきましたが、

大体毎年 40億返して 27億は借りているという状況でございますので、今起

債残高が 460億円あります。これは年々減ってきております。ただそれがい

いかどうかというのは、これから耐震化をしっかりする必要がありますの

で、どういった形で経営していくのがいいのかというのを少しお示しできる

のかなというふうに思っております。 

また、使用料の話がでましたが、維持管理費を使用料で賄うということは

特別会計、いわゆる企業会計の原則になっておりますので、維持管理費が上
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部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

がってきて使用料が落ちておりますので、そこを経営としてどう考えるかっ

ていうことをこれから議論していきたいと思っております。 

例えばもう少し効率化を図るとか、もう少し施設を統廃合して、維持管理

費が安くなるような取り組みがないのかといったものも実は提案をさせてい

ただこうと思っておりますので、必ずしも料金を上げるということだけでは

なくて、経営効率をどう図るかというのをこれから皆さんにお示しをさせて

いただきたいと考えているところでございます。 

それから新しい技術の話も少し出ましたが、今回の重点調査でも管路の中

を走るようなカメラを使ったり、空洞調査で車を走らせたりして、電波を地

中にあてて、その電波が跳ね返ったときに、おそらく空洞があるので、そう

いった調査で、30何箇所空洞を見つけておりますが、こういった新しい技

術をしっかり取り入れていきたいです。他市の状況でありますが、例えば衛

星から衛星写真を撮ってそれを分析するという技術もあるようですので、そ

ういったものも研究していきたいと思っております。 

それから値上げにつきましては、平成 28年から鳥取市の場合は値上げを

しておりませんので、他市と比べますと使用料金が少し安いかなと分析をし

ているところでございます。 

また、経営戦略は 10年でございますが、だいたい施設が 30年ぐらい経っ

ておりますので、あと 20年経つと 50年経過するということでございます。

全て長期スパンで計画は作っております。昨年作った上下水道の耐震化計画

というのは、これも実は 40年を計画に作ったものでございまして、そのう

ち 10年間で何ができるのかと、要するに一番事故になってはいけない大き

なところを 10年間でやっていこうとしております。こういうふうに 40年

50年をベースに考えながら、ポイントとなる緊急性があるものを 10年間に

絞って経営戦略を立てるという仕組みになってるところでございます。 

それからウォーターPPPにつきましては、会長さんからも御指摘ありまし

たけれども、この取組がなければプラスアルファの 7500万円の交付金がも

らえなくなるということでございますので、しっかりと取り組んでいきたい

と思ってます。それからプロフィットシェアをすることによって、おそらく

企業力が反映できるので、こういったところも実は期待をしているところで

ございます。また詳しくお示しをさせていただいて、様々なご意見いただけ

るようにしたいと思っております。 

次回の第 3回は 11月中旬にございますが、そのときにはウォーターPPP

の話がもう少し詳しく情報が出せるのではないかと思います。補足で説明さ

せていただきましたが、27社の民間の方から、こういったウォーターPPPが

できるのどうかご意見をいただくサウンディング調査というものをやってお
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部長 ります。また地元の企業がどう入るのか、その場合、JVを組んでもらって

しっかりと地元を守るのか、あるいは大手なのかのとういうことも今研究を

しているところです。 

また次回の審議会においてもたくさんのご意見をいただかなければと思っ

ております。本日はありがとうございました。 

会長 それでは以上をもちまして、第 2回鳥取市下水道等事業運営審議会を閉会

いたします。 

委員の皆様におかれましてはお忙しい中、ご出席いただき、またたくさん

ご意見ご質問されましたことをお礼申し上げます。 

それでは、閉会させていただきます。 
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